[image: image1.png]



南部ブロック学習情報紙　あしだがわ　９３号
２０１２年（平成２４年）１月
発行　　南部生涯学習センター　
住所　　福山市沼隈町大字草深１８８９番地６
電話　　９８０－７７１３
FAX　　９８０－２３８２
ｅ－ｍａｉｌ　　　ｎａｎｂｕ―ｓｙｏｕｇａｉ－ｇａｋｕｓｈｕｕ＠ｃｉｔｙ．ｆｕｋｕｙａｍａ－ｈｉｒｏｓｈｉｍａ．ｊｐ
[image: image2.png]



《南部人権問題講演会事業　報告》

人権感覚を磨きませんか？
出会いと表現～プラス思考の人権教育講演会～
１２月２日（金）「人権感覚を磨きませんか？出会いと表現～プラス思考の人権教育講演会～」と題して大湾　昇さんの講演を開催しました。

心理テストや紙芝居を用い「知らないということがどういうことか。間違った情報が差別を生み，人の命をおびやかすことになるかも知れない。」こと，「生まれながらにしてその人が選べない，生まれ持ったものを悪く言うのは差別である。」ことを分かりやすく話されました。

沖縄戦ではガマに隠れていた沖縄の島民をアメリカ軍の火炎放射機が襲いました。年上の者から順に盾になり若い者の命を守り，１０００人いた中から６人の赤ん坊が生き残りました。沖縄では「命どう宝」という言葉があります。これは，次の世代へ命を送ること，命の尊さを伝える言葉です。私は沖縄の精神を伝えることが使命だと思うと語られました。

１４歳のとき母親に「同和地区出身」であることを告げられ「だっまっとけばばれへんよ」と答えたが，差別と向き合うようになって，間違っていると気づき「あることをないことにしない」を目標に活動を続けています。と締めくくりました。
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《センター社会教育活動事業　お知らせ》
ローズパーティー２０１１
と　き　　２月１２日（日）１０：００～
ところ　　沼隈図書館（沼隈交流館）

内　容　　●ばらにちなんだ作品展　１０：００～１６：００

●ばらの接ぎ木教室　　　１０：３０～１２：００

●ばらｄｅコンサート　　１３：３０～

サンパルオーケストラ

今年度で２回目となるローズパーティーを開催します。ばらをモチーフとしたすばらしい作品を観ながら，サンパルオーケストラの素敵な演奏を楽しみませんか。ばらの接ぎ木教室も開催します。

主催・問合せ・申込み　　南部生涯学習センター

℡９８０－７７１３
　
青年の父　山本瀧之助の足跡を訪ねて
【７】購読無料の「吉備時報」
「吉備時報」は第５刊からの名称で，それまでは，「沼隈時報」であった。１９０２年（明治３５年）８月から１９１２年（大正元年）３月までの間，全９５号まで発刊した月刊誌で，執筆，編集，資金集めすべて瀧之助が行った。内容は，地方に暮らす人々に有効な情報の提供を念頭に，教育・宗教・衛生・文学・農工商業など多岐にわたり，時には昔話や伝統行事の記事も掲載した。また，「論説」や「社説」の欄を設け，青年の生き方や若連中の現状，青年団体の組織化など瀧之助の思いや主張を率直に述べた。１回の発行は５００～８００部で購読料無料で郵送などで配布した。発行の経費は広告料で補うため日曜日ごとに各地に広告を取りに駆け回っている。「時報」２１号の「日曜日と足」という記事には「一頁の広告アテに雨中を三里行くもモノにならず」「尾道に行き店頭にオシギ幾十回広告予定に達す」とある。購読料を無料にしたのは，読者に負担をかけたくないという思いと，個人雑誌としてあくまでも自由に主張を書きたいという思いが強かったからと考えられ，苦しい中にも充実した日々を過ごした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次号に続く
執筆：上田靖士（山本瀧之助研究会会員）
　
南部こんなんやるＤay
南部管内の講座のご案内です。

みなさま　どうぞ　ご参加ください。

瀬戸コミュニティセンター　℡９５１－１８０９

☆中国を食べ歩き！

と　き　　第１回　　水餃子

１月１３日（金）１０：００～

　　　　　第２回　　肉まん

２月１０日（金）１０：００～

材料代　　実費（３００円～５００円）

定　員　　１５人

料理をとおして，違いを認め合い，つながっていきましょう！


赤坂公民館　　　℡９５１－１００１

☆人形劇で楽しい時間を

と　き　　２月７日（火）１０：００～

とろこ　　赤坂保育所

出　演　　劇団「じゃんけんぽん」

内　容　　ウエルとヘルシーのぱくぱく冒険

　　　　　たまげたワールド

　　　　　大型絵本・紙芝居

おとうさん・おかあさん・おじいちゃん・おばあちゃん，保育所に通っていない小さな子どもたちと一緒に遊びにきてください。あったかいひと時を過ごしませんか。


沼隈図書館だより　℡９８７－５６３０

☆新春コンサート

と　　き　　１月１５日（日）１３：３０～

出　　演　　サンパルオーケストラ

特別出演　　堀江　悟さん

　　　　　 （元ＮＨＫ交響楽団第２バイオリン首席奏者）

内　　容　　バイオリンと琴による「春の海」ほか


ボーノさんのささやき
新しい年が始まりました。今年はどんな年になるのでしょうか。昨年は，大地震・津波そして原発事故と大変な出来事があり，たくさんの人が今もつらい思いや悲しい思いをしています。しかし，助け合いや絆など，人と人とのつながりが再確認された年でもありま

した。復興にはまだまだ時間がかかります。被災地の悲しみを忘れず，自分にできることを考え実行することが，さらに絆を強くするのではないでしょうか。

視覚障がい等の理由がある人のために，営利目的を除き「録音」「点字」「拡大」などを認めます。






























